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学位論文内容の要旨

ス ト レ ン ジ ネ ス － 2の ハ イ パ 一 核 は 、   グ ザ イ ・ 核 子 間 及 び ラ ム ダ ・ うム ダ 間 の 相 互

作 用 に っ い て の 情 報 を 与 え て く れ る 唯 一 の も の で あ る 。   二 重 の ス ト レ ン ジ ネ ス の 系

を 多 量 に 得 る た め に は 、   エ マ ル ジ ョ ン の 実 験 か ら カ ウ ンタ ー の 実 験 に うっ る こ と が 必

要 と なっ て く る 。   そ の 際 、   核 反 応   eLi（K－ ， K゙ n） は、   カウン タ←実 験で ストレ ン

ジ ネ ス -2の ハ イ バ 一 核 を 生 成 す る の に 適 し て い る と 思 わ れ る 。   こ の 反 応 で 生 成 さ

れ る ス ト レ ン ジ ネ ス ー 2の 5体 系 に お い て は 、   ア ル フ ァ 十 グ ザ イ の し き い 値 が ト リ ト

ン 十 ラ ム ダ 十 ラ ム ダ の し き い 値 の 近 く ま で 降 り て き て 、   そ れ ら の 差 は わ ず か に 8． 51

MeVと な る 。

我 々 は 、   ト リ ト ン ・ ラ ム ダ ・ ラ ム ダ と ト リ ト ン ・ 陽 子 ・ ラ ム ダ の 2っ の 3体 系 に お

ナ る 束 縛 状 態 と 共 鳴 状 態 の 両 方 を 、   複 素 回転 法 を 用 い る こと に よ っ て 取り 扱 う 。   う

ム ダ ・ ラ ム ダ 聞 及 び グ ザ イ ・ 核 子 間 の 相 互 作 用 と し て は 、   ナ イ メ ゲ ン の模 型 Dポ テ ン

シ ャ ル に 基 ず い て っ く ら れ た 新 村 のポ テ ン シ ャ ル を使 う 。

我々の計算から、  トリトン十ラムダ十ラムダのしきい値から6．3 MeV下に5Hの束

縛 状 態 が 存 在 す る こ と が 見 い 出 さ れ た 。   ゲ ザ イ の チ ャ ン ネ ル に お い て は 、   7ル フ ァ

十 グ ザ イ の し き い 値 か ら 1． 7 MeV下 に 量 Hの 束 縛 状 態 が あ ら わ れ る 。   こ の 状 態 に お
    こ

ナ る ア ル フ ァ と グ ザ イ 間 の 平 均 距 離 は 4． Ofmで あ る 。   一 方 、

こ れ に 対 応 す る 原 子 の 1s状 態 の 平 均 距 離 は 24． 0 fmで あ る 。   し た が っ て 、

こ の 状 態は 、   クー ロ ン 相 互 作 用が 重 要 で あ るに も か か わ らず 、   そ の大 き さ か ら 判断 し

て、   原子状 態では なく 原，子 核状態 であるといえる。
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上 に 述 べ た グ ザ イ ハ イ パ 一 核 状 態 は 、   ト リ ト ン 十 ラ ム ダ 十 ラ ム ダ の チ ゛ ン ネ ル

と  久H十ラムタのテャンネルに対して開いているので、  最後にはこれらのチ゛丿

ネルヘ崩壊していく。  この状態の転換幅を求めてみるとO，2 MeVときわめて′J．

さいものであることがわかった。  また、  基底状態A5&Hにおけるグザイ成分の混台も

小 さ く 、   わ ず か 1％ で あ っ た 。   こ れ ら の 結 果 は 、   2っ の チ ャ ン ネ ル 間 の 結 台 オ ； 、   そ

れ ら の し き い 値 が 近 い に も か か わ ら ず 、   弱 い こ と を 示 し て い る 。   こ の と き の 缶 台 ぞ テ

ン シ ャ ル は 、   グ ザ イ ・ 陽 子 が ラ ム ダ ・ ラ ム ダ に 転 換 す る こ と に よ る も の で あ り 、   グ ザ

イ・陽子のスピン一重状態にのみ存在するものである。  呈Hの系におぃて（ま、  スビン
    こ‘
及び荷電スピンの一重状態の垂みはわずかにl7分の1であり、  このことが結合ボテン

シ ャ ル を 弱 く し て い る 。

よ い こ と を あ き ら か に し た 。

我々は、A5AHをほばラムダ・ラムダの純粋状態とみなして

さ て 我 々 は 、   ス ト レ ン ジ ネ ス ― 2の 5体 系 に お い て 、   幅 の 挟 い グ ザ イ ハ イ ′ で ― 核 の

状 態 が 、   強 い 相 互 作 用 と ク ー ロ ン 相 互 作 用 の 協 カ に よ っ て あ ら わ れ る こ と を 示 し た 。

こ の グ ザ イ ハ イ パ 一 核 形 成 の 機 構 は 雷 い 核 に お い て 興 味 ぷ か い 効 果 を も た ら す 。

例 え ば 、   ウ う ニ ウ ム ・ グ ザ イ の 系 に お い て は 、   グ ザ イ ハ イ パ 一 核 状 態 が ラ ム ダ ハ イ パ

一 核 十 ラ ム ダ の し き い 値 よ り 下 に く る 司 能 性 が あ る 。   そ の よ う な グ ザ イ の 状 態 は 、

最 終 的 に 二 重 ラ ム ダ ハ イ パ 一 核 か Hダ イ バ リ オ ン の ハ イ パ 一 核 の 基 底 状 態 へ と 移 行 す

る 。   す な わ ち (Kー ， K． ） 反 応 に よ っ て グ ザ イ 状 態 を っ く り 、   そ れ を 通 し て ス ト レ ン ジ

ネ ス -2の ハ イ パ ― 核 を 生 成 す る 道 が 開 け る こ と に な る 。   こ の 反 応 の 断 面 積 は 約 2

ub/sr  で あ る 。

二 重 ラ ム ダ ハ イ パ ー 核 に お い て 、   ラ ム ダ 十 ラ ム ダ は 核 子 十 シ グ マ ヘ 弱 崩 壊 す る 。

AえH状態からアルファ十シグマヘの弱崩壊は、  単色高エネルギーのシグマ粒A子を放

出する。  一方トリトン十陽子十シグマの3体終状態への弱崩壊はシグマ粒子の連続

ス ペ ク ト ル を 示 す 。   こ の よ う に 、   非 連 続 な ェ ネ ル ギ ー （  82  5MeV)を も っ た シ グ

マ 粒 子 は 、   う ム ダ ・ ラ ム ダ ハ イ パ 一 核 生 成 の 明 確 な 証 拠 と お る 。   こ の 弱 崩 壊 の 基 底

状 態 へ の 分 校 比 は 全 体 の 5． 5％ で あ る と 計 算 さ れ る 。

以 上 、   ス ト レ ン ジ ネ ス － 2の 5体 系 の 種 々 の 特 質 を 理 論 的 に は じ め て 明 ら か に す る

こ と が で き た 。   結 言 侖 は 、   以 下 の よ う に 要 約 で き る。

1）nkH状態は、  グザイ，成分の混合がわずか1％と小さく、  ほば純粋なラムダ
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    ・うムダ状態である。

2）クーロン相互作用と強い相゛互作用の協カにより、  転換幅の小さいグザイ状

態 が 存 在 す る 。   こ の 状 態 は 、   ハ イ パ 一 原 子 の 状 態 で は な く 、   ハ ロ 一

構 造 を も っ た ハ イ バ ー 核 の 状 態 で あ る 。

3） 重 い 核 に お い て は 、   （ K－ ， K． ） 反 応 で グ ザ イ 状 態 を 生 成 し 、   そ れ を 経 由 し

て 、   ス ト レ ン ジ ネ ス － 2の 基 底 状 態 を っ く る 道 が あ る 。

4）A5AHの生成は、  弱崩壊の結果生じる高エネルギーのシグマ粒子を測定すれば、

ユ ニ ― ク に 同 定 で き る 。

28



学位論文審査の要旨

主査
副査
副査
副査
副査
副査

教授

教授

助教授

助教授

助教授

講師

学 位 論 文 題 名

D O U B L E S T R A N G E N E S S F I V E - B O D Y S Y S T E M

（ 二 重 ス ト レ ン ジ ネ ス の 5体 系）

ス ト レ ン ジ ネ ス － 2の ハ イ パ ― 核 は 、   グ ザ イ ・ 核 子 間 及 び ラ ム ダ ・ ラ ム ダ 間 の 相 互

作 用 に っ い て の 情 報 を 与 え て く ｀ れ る 貴 重 な 存 在 で あ る 。   こ の 二 重 ス ト レ ン ジ ネ ス の

系 を 多 量 に 得 る た め に は 、   今 ま で の エ マ ル ジ ョ ン か ら カ ウ ン タ ー の 実 験 に う っ る こ と

が 必 要 で あ る 。   核 反 応 6Li（ K― ， K゙ n） は 、 上 記 の 目 的 の カ ウ ン タ 一実 験 に適 して い る

と 思 わ れ る 。   モ こ で 、   こ の 反 応 で 生 成 さ れ る ス ト レ ン ジ ネ ス － 2の 5体 系 の 性 質 の 解

明 が待 たれ ていた。

申 請 者 は 、   こ の 5体 系 を ト リ ト ン ・ ラ ム ダ ・ ラ ム ダ と ト リ ト ン ・ 陽 子 ・ ラ ム ダ の 2

っ の チ ャ ン ネ ル の 結 合 系 と と ら え 、   複 素 回 転 法 を 用 い る こ と に よ っ て 束 縛 状 態 と 共 鳴

状 態 の 両 方 を 同 時 に 取 り 扱 う こ と に 成 功 し た 。 理 論 的 計 算 に 現 わ れ る ラ ム ダ ・ ラ ム ダ

聞 及 び グ ザ イ ・ 核 子 間 の 相 互 作 用 と し て は 、 中 間 子 論 に 基 づ い て っ く ら れ た 現 実 的 な

ポ テ ン シ ャ ル を 用い た 。  以下 に 結果 の概 要 を述 べる 。

本 論 文 は 、   ス ト レ ン ジ ネ ス -2の 5体 系 に 2っ の 特 徴 あ る 状 態 が 存 在 す る こ と を 明
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ら か に し た 。   そ の ー は 、 ト リ ト ン ・ ラ ム ダ ・ ラ ム ダ の チ ャ ン ネ ル で 、 し き い 値 か ら 6． 3

MeV下 に あ ら わ れ る   sHの 束 縛 状 態 で あ る ． こ の 基 底 状 態 は 、 グ ザ イ 成 分 の 混 合 が わ ず
    AA
か 1％ と 少 な く 、   ほ ば 純 粋 な ラ ム ダ ・ ラ ム ダ 状 態 と み な し う る 。   そ の ニ は 、   グ ザ イ の

チ ャ ン ネ ル で 、   ア ル フ ァ ・ グ ザ イ の Lき い 値 か ら 1． 7 MeV下 に あ ら わ れ る aHの 共 鳴
    書
状 態 で あ る 。   こ の 状 態 は 、   0ー ロ ン 相 互 作 用 が 重 要 で あ る に も か か わ ら ず 、   ア ル フ ァ

と グ ザ イ 問 の 平 均 距 離 4． Ofmか ら 判 断 し て 、 原 子 状 態 で は な く 原 子 核 状 態 で あ る 。

こ の グ ザ イ ハ イ パ ー 核 状 態 は 、   ト リ ト ン ・ ラ ム ダ ・ ラ ム ダ の チ ャ ン ネ ル ヘ 崩 壊 す る が 、

そ の 転 換 崩 壊 幅 は 0． 2M eVと き わ め て 小 さ い も の で あ る こ と が 示 さ れ た 。

申 請 者 は 、   さ ら に 強 い 相 互 作 用 と ク ー ロ ン 相 互 作 用 の 協 カ に よ る グ ザ イ ハ イ パ ― 核

形 成 の 機 構 が 、 重 い 核 に お い て 興 味 ぶ か い 効 果 を も た ら す こ と を 指 摘 し た 。 す な わ ち 、

ウ ラ ニ ウ ム ・ グ ザ イ の 系 に お い て は 、 グ ザ イ ハ イ パ ー 核 状 態 が 最 終 的 に 二 重 ラ ム ダ ハ イ

パ 一 核 か Hダ イ バ リ オ ン の ハ イ パ 一 核 の 基 底 状 態 へ と 移 行 す る 。   こ の こ と は 、 （ K－ ， K゙ ）

反 応 に よ っ て グ ザ イ 状 態 を っ く り 、   そ れ を 通 し て ス ト レ ン ジ ネ ス ー 2の ハ イ パ ー 核 を

生 成 す る 方 法 が あ る こ と を 示 し て い る 。   ま た 、 研 究 は 、 二 重 ラ ム ダ ハ イ パ ー 核 の 弱 崩

壊 へ も 及 ん で い る 。 SH状 態 か ら ァ ル フ ァ 十 シ グ マ ヘ の 弱 崩 壊 は 、 単 色 高 エ ネ ル ギ －
    AA
の シ グ マ 粒 子 を 放 出 す る 。   こ の 不 連 続 な 高 エ ネ ル ギ ー の シ グ マ 粒 子 は 、   ラ ム ダ ・ ラ ム

ダ ハ イ パ ー 核 生 成 の 同 定 に 役 立 た せ る こ と が で き る 。

以 上 、   申 請 者 の 研 究 は 、   ス ト レ ン ジ ネ ス ― 2の 5体 系 の 種 々 の 特 質 を 理 論 的 に は じ

めて明らかにしたもので、  この分野の今後の発展に重要な寄与をなすものと評価され

る。本論文の内容は、国際会議に報告されて高い評価を得ており、まもなく学術誌に

掲載・公表される。

審 査 員 一 同 は 、 主 論 文 と 参 考 論 文 （ 4編 ） の 内 容 、 お よ び 外 国 語 、 学 力 認 定 各 試 験 の

結 果 を 検 討 し 、 申 請 者 が 博 士 （ 理 学 ） の 学 位 を 得 る に 充 分 の 資 格 が あ る も の と 認 め た 。
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